







The way how Van Gogh grasped the skeletal and muscular build of the human 
body, the motion of it, and the hands which held farming implements and so on 
小 林 英 樹
KOBAYASHI Hideki 
Van Gogh sketched and painted many folk of The Netherlands which captured the austere. 
impoverished lives of the peasants. such as farmers. weavers and women knitting. He had 
a deep interest in the construction of the human body, expressing its motion. skeletal and 
muscular build. 
After Van Gogh left Antwerp. he moved to Paris to join his brother - Theo・（whom he 
was dependent on). Van Gogh also longed to continue his studies and consequently attended 
Cormon's Studies there. turning his attention to expressing the human figure’s logical and 
rational form. 
In this essay, I am going to define how Van Gogh had been interested in the human figure/ 
composition throughout his entire life as a painter. by looking at some of his sketched and 
painted works. 
キーワード：ファン ・ ゴッホ、 合理的もののあり方、 人体の骨格的把握、 ムーブマ
ン、 農具などを握る子、 アカデミックな教育、 コルモンのアトリエ
1 はじめに
ここに掲載する論文は、 章としてのまとまりをもっ『ファン ・ ゴッホ一一「合理的もののあり方」
に対する関心j （仮称）の一部を構成する「人体の骨格的把握とムーブマン、 および、 農具などを
持つ手の構造的把握jである。 同じく、 章の一構成要素である「遠景の表現」、「画面の輝きを生み
出す光Jは、 それぞれ、 2008年度、 2009年度、 本学紀要に掲載した。
ファン ・ ゴッホは、 画家を決意したのが遅かったこと、 ほとんど独学であったこと、 晩年の作品
が内的世界の表出に特色があることなどから、 ときに、 客観的把握よりも、 主観的で、恋意的な表現
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を重んじる画家という先入観をもたれてしまうことがある。
本論文も含め、 一連の論文のテーマの中心にあるものは、 オランダ時代に萌芽し、 培われたファ
ン ・ ゴッホの、 ものを見る眼や興味のありどころを明らかにすること、 あるいは確認していくこと
である。 そして、 それら諸要素を包み込む共通した概念、『ファン ・ ゴッホ一一「合理的もののあ
り方Jに対する関心』 （仮称）で締めくくることである。
過去の論文においては、 さらに、 パリに出て以降、 それぞれのテーマの中心である、 遠景を見据
える目や、 光の扱い方、 色彩の輝きがどのように変化、 展開していったかを、 オランダ時代と関連
させながら記述した。 1886年、 パリ到着後、 絵画がもっ 造形性に おいてファン ・ ゴッホの作品は
急激に変化していくが、 そのなかで、 変わらず、 根底にあって彼の作品を支えている揺るぎない要
素として、 それらをとらえることができた。
今回もそのかたちを踏まえて構成されている。 ファン ・ ゴッホのオランダ時代の作品が他に類を
見ない傑出したものであることはここで説明するまでもないが、 骨格的把握やムーブマンといった
人体の合理的把握という観点に立って述べるならば、 まだ問題点を残している。 それは、 複雑な要
素からなる人体の合理的把握が、 短期間でマスターできるものではないことを意味している。 その











本論文で確認されたことは、『ファン ・ ゴッホ一一「合理的もののあり方」に対する関心』 （仮称）
のなかで、 ファン ・ ゴッホの造形の本質を規定する新たな要素、 あるいは、 特徴として加えられ
る。 同時に、 将来、 ファン ・ ゴッホとそうでないものとを峻別するうえでも重要な意昧をもってく
る。 一枚の作品には、 画家が長い間に習得したものが反映している。 また、 ひとたび獲得された、
ものを見る眼や価値観、 そして表現に対するこだわりや表現能力は、 描く対象や作風が変わっても
消滅することはない。
2 エッテン、 画家を決意した当初（1 881年春）
1）肖像写真を見て描いた素描
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〈老紳士の肖像〉は鉛筆、 黒イン夕、 水彩、 ハイライト部分は白チョークで、描かれている。老人





は、 頭蓋骨’、 下顎骨、 脊柱の存在や、それらの関係が11'i'iかれている。1880年当時の単．調な濃淡の
写真をもとに想像力を働かせ11'1i lミた素描は、 実｜擦の人物を前にしているかのようだ。この作品を通
じてファン ・ ゴッホが描こうとしている世界の深さと美しさを知ることができる。



















図1 〈老紳士の肖像） 1881 33×25cm 
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夫たち〉の人物や、さらに、 その何年か前の時期の、 運河のほとりを歩く人の素描でも、 人物は均
整がとれ、 プロポーションに大きな狂いはない。モデルを見ず、 スケッチをもとにして、 頭のなか
で構築した観念的人物であったため、 バランスよく柿けたと考えられる。 本格的にJI要を据えて人物
を写生したことも、 絵画制作に取り組んだこともない｜時期の作品なのに一見不思議で、はあるが、











しかし、見方を変えれば、 遅しい表情の 顔、 武骨’な手に目が奪われてしまい、 夢中で描き込んで
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図4 ｛種を蒔く男） 1881 56×34cm 
年輪の刻まれた律義な 顔、 種子袋を握り締める手、 これ
から種子を播こうとしている手、 そして、 よれよれの帽
子、 くたびれた服、 ズボン、 木靴など、 目の前にファン ・
ゴッホが拙iきたいものが山ほどあり、 意識が拡散してしま
う。年老いた出夫は、 農作業を中断して自分のために何分
間ポーズを取ってくれるのだ ろうか。ファン ・ ゴッホは限
られた短い｜時間内で描き上げなければならない。
仕上がった作品を前に、 ファン ・ ゴッホは自分自身の未
熟さを痛感する。 尊敬する大家の作品とは天と地ほどの隔
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3 工ッテンからハーグ（1881年秋から1882年春まで）
〈鋸を持つ男〉と 〈砲を蒔く男〉は、 未熟さゆえに、 ファン － ゴッホの興味の在りどころがどこ





曲線的な ア ウ トラインに、 全体をつかもうと










図5 ｛鎌で草を刈る青年》1881 47×61cm 
椅子に深くJI要をかけ、 I浦和m姿勢で頭を抱えている体勢、 」二休の体重を支える腕（上腕骨）、 それ
を受けとめる問lの関係が揃けている。強く拙かれた ア ウ トラインの後に幅広いストロークによる
タッチが、 紙の 平而性を｛確認していく。 丸みや立体的表情を抑える、 胴体やJli;!Iなどを1怪く塗りつぶ
すようなタッチがこの｜｜寺山］に急に目立つようになる。ファン ・ ゴッホは、 絵画の平而性ということ
を特に強く 意識していることがわかる。
絵画が平面上に繰り広げられる、 虚桝のリ アリテユィ一、 もしくはイリュージョンであることと、





ブマンは単純明快で、ある。ここに掛かれた人物は、 作業する 実際の人物とは別の強L ミ存在感がある。
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手、 能を悟る子、 荘lむ手、 握りしめる手、 野菜や果物の




ファン ・ ゴッホは自分の描いたものにiili\J足せず、 絶え
ず向上心を駆り立てて、 同一モチーフや同一テーマに何







図6 《頭を抱える老人） 1882 55×36.5cm 
いくと、 ファン ・ ゴッホは階段を順調に上り詰めてい 図7 （土を掘り起こす人） 1882 47.5 x 29.5cm 
ないことがわかる。 ハーグ｜時代との聞に短いド レンテH寺代が入るが、〈馬鈴薯を食べる人々〉（医｜
10） に集約される二年に及ぶニューネン H寺代の人物画は、 表現したい世界が前面に押し出され気
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図8 《食器を握る手｝ 1885 20.5×34.5cm 
図9 手の習作3枚1885
偏見の渦巻く狭｜誌な村落、 両親と兄弟が ひしめく密室のような生活空間で、 ひとり社会に順応で









している。 揮身の自信作ではあったが、 文通を交わす親友の画家、ファン ・ ラッパル卜に送った石
版画 （左右逆転した構図） は酷評され、 弟テオやテオの同業者かーらも期待していた賞賛の言葉もな
く、 概して批判的なものであった。j立民の 顔を何枚も�i'ii i、て入念に準備したにもかかわらず、 引！�
鈴薯を食べる人々〉に:ttliき 出された胴体は、ただ丸いだけである。
ノ、ーグで一 度はつかんだはずの合国的ものの把握や、 初々しい色彩が輝く 平面的空間も、いつし
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それから三年近く経った アルルの夏、テオへの手 紙で、 今迄にj郎 、た 最も「醜い」作品二 枚の
内の一 枚が 〈馬鈴薯を食べる人々〉であると回顧する。 ファン ・ ゴッホにとって 〈馬鈴薯を食べ





開が一変して見えてくる。 オランダH寺代最後、 ニューネンを発つときのファン・ ゴッホと、その時
期の作品をもう一度冷静にとらえ直す必要がある。
5 パリ、 コルモンのアトリ工（1886年春から夏）
ファン ・ ゴッホが アカデミックな教育機関で習得したものについて、 従来ほとんど注目されてこ























ては明らかに印象派の色使いであ 図12 〈石音像＞ 1886 56×44cm 図13 〈裸婦＞ 1886 59×39cm 
るため、コルモンの ア トリエをやめた後で描いていると
思われる。
図12～図17の 6 枚の素描、スケッチは、 極端なデフォ
ル メもなく、人物デッ サンや石fl·像デッ サンで要求され
るものを一通り満たした締のない優等生的なものであ
る。 そこには、 自然な光を感じさせる陰影表現がよみが
えり、さらに、 新たな 合理的ものの見方、 表現が加わっ
た。その則聞がファン ・ ゴッホにとって充実したもので
あったことがうかがえる。
図14 ＜足＞ 1886 32×46cm 
それらの一連の作品は、 アカデミックな作品にありがちな一見世個性的なものではあるが、フォ
ルムはもとより、 調子のとらえ方においてもファン ・ ゴッホ独特の繊約｜な神経が現われていて、
「学ぶべきものは集中して学んだj というような偽らざる実感が伝わってくる。それらは、何世紀









とこ ろはな Lミ。 求められるものが
シン プルであるため、 アカデミッ
クな教育施設で優秀な成績を収め
図15 ｛石膏像｝ 1886 49X31.5cm 図16 〈石膏像） 1886 61×45cm 
nu 
ファン ・ ゴッホ、 人体の’i'J·約的杷似とムープマン、 および、 成具ーなどを持つ予の桝造的犯似
た者は数多くいる。 彼らの多くは、 成就する
こともなく消えてしまうのが歴史の常であっ
た。 アカ デ ミックな教育の真価が問われると
するなら、 それがいかに身につき、 どのよう
な展開を遂げたかにある。
ファン ・ ゴッホの場 合、 初期の段階で見出
せた 合理的もののあり方を追求する志向性
が、 アカ デ ミックな機関に身を置くことに
よって、 より客観的にものを見つめる眼を獲
得するまでに成長した。描くべき要素を絞っ
て集中できたことは大きい。そ れは、 やが 図17 〈筋肉の模型》1886 47.5×63cm 
て、 アルル以降の生命力あふれる力強い表現を生み出す要因になっていく。
〈馬鈴薯を食べる人々〉に対するテオや親友の手厳しい批判を受け、 傷ついたファン ・ ゴッホが
何を決意したか定かではない。だが、 それら多くの習作からは、 彼らを説得することができるだけ
の、 人体のフォルムにおける客観性、 骨格やムーブマンをつかみ取るために必 死に努力したことは
想像に如くない。コルモンの ア トリエを辞めた理由（「 期待していたほど有意義でおはなかったj と
いう本人の言葉） を額面通り受け取ることはできない。
コルモンの ア トリエの成果を確認するには、 図18と図19の顔を比ilil<'するだけで十分だ ろう。 一枚
は ニューネン時代、 もう一枚は1887年初夏、 パリでの作品で、ある。 芸術的表現の価値は必ずしも 合
理的要素の有無や程 度で1f!iJれるものではないし、 人の心を打つ要素は様々である。この比較は作品
の良し悲しを論じるものでないことは言うまでもない。














図18 1885 42.5×29.5cm 図19 1887 32×22.5cm 
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はファン ・ ゴッホの内面の世界が見出せる。 印象派的タッチでこのような迫真の表現が可能になっ
たのも、 さかのぼれば、 一年前に通ったアカデミックな場、 コルモンのアトリエで過ごした日々に
たどり着く。 そこで得た、 人体を客観的に見つめる習慣が、 骨格や筋肉の動きを通じて人聞の内面
の描出に生かされている。
6 結び
冒頭に掲載した二枚の肖像画からもわかるように、 ファン ・ ゴッホには、 画家になる決意を固め
た当初から、 人体の骨格的把握に対する強い要求があった。 今回の論文では、 ファン ・ ゴッホに常
に人体の把握に対する切実な要求があったこと、 必ずしも平坦な道ではないが、 徐々に人体の骨格
的把握やムーブマンの的確な表現を獲得していったことを明らかにすることができた。 過去二編の
論文で、扱ったテーマ同様、 ファン ・ ゴッホが合理的もののあり方に対して妥協のない要求をもって
� Eることを、 具体的に補完することができた。
さらに、 パリ以降のファン ・ ゴッホの絵画的展開を考えたとき、 より客観的に対象を把握する眼
と表現する能力が備わったという点で、 コルモンのアトリエなどのアカデミックな機関が果たした
役割を無視することはできない。 合理的精神、 その源流はギリシアにあり、 合理的ものの見方を追
求するファン ・ ゴッホの精神的要求は、 どこかでギリシア的精神、 ギリシア的価値観と出合う。 当
時のアカデミックな機関の中心にギリシア的価値観、 すなわち、 合理的な精神の順守があったこと
が、 ファン ・ ゴッホにとっては適度に新鮮で刺激的で有意義なものであった。 ファン ・ ゴッホに
アカデミ一、 一見、 似合わない取り合わせではあるが、 そういった先入観を取り除くことも今後の
ファン ・ ゴッホ研究において重要である。
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